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近
代
日
本
研
究
第
二
十
七
巻

(

二
〇
一
〇
年)

小
特
集：

福
沢
諭
吉
生
誕
百
七
十
五
年

福
沢
と
大
阪

大
阪
慶
應
義
塾
が
福
沢
諭
吉
と
金
玉
均
を
結
び
つ
け
た
の
か

猪

木

武

徳

一

は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
春
、
慶
應
義
塾
は
創
立
一
五
〇
年
を
機
に

｢

慶
應
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス｣

を
大
阪
大
学
付
属
病
院
跡

地
に
開
設
し
た
。
こ
の
慶
應
義
塾
の
大
阪
進
出
は
人
々
に
意
外
の
感
を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
振
り
返
っ
て
考
え
る
と
、

も
と
も
と
大
阪
と
慶
應
義
塾
の
創
設
者
福
沢
諭
吉
の
縁
は
き
わ
め
て
深
い
。
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
諭
吉
は
父
が
勤
務
す
る
大
坂
の

中
津
藩
蔵
屋
敷
で
生
ま
れ
て
い
る
。
福
沢
諭
吉
誕
生
地
記
念
碑
が
、(

い
ま
は
吹
田
に
移
転
し
た)

大
阪
大
学
医
学
部
付
属
病
院

内

(

大
阪
堂
島
浜
通
り
の
中
津
藩
蔵
屋
敷
の
勤
番
長
屋)

に
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
阪
大
学
に
二
八
年
勤
務
し
た
筆
者
も
知
っ
て
い

る
。
福
沢
は
、
父
の
死
に
よ
っ
て
一
旦
大
分
県
の
中
津
に
戻
る
が
、
二
〇
歳
の
と
き
に
大
阪
の
緒
方
洪
庵
の

｢

適
塾｣

に
入
門
し

て
蘭
学
を
学
び
、
西
洋
思
想
と
新
技
術
の
根
本
に
触
れ
た
。
知
的
吸
収
力
の
最
も
大
き
い
青
春
時
代
の
三
年
余
を
大
阪
で
過
ご
し
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た
の
で
あ
る
か
ら
、
福
沢
の
よ
う
な
知
性
と
感
性
の
鋭
い
人
間
が
、
大
阪
の
風
土
や
人
々
の
生
活
観
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
は

ず
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
八
年
春
の
慶
應
大
阪
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
に
は
、
単
に
、
有
名
大
学
の
地
方
展
開
以
上
の
歴
史
的
な
由

縁
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
慶
應
義
塾
が
、
蘭
学
・
医
学
の
伝
統
あ
る
大
阪
の
地
に
創
設
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
。

梅
渓
昇

『

緒
方
洪
庵
と
適
塾』

が
、
適
塾
の
歴
史
を

｢

大
阪
に
お
け
る
蘭
学
の
伝
統｣

か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
よ
う
に
、
慶
應

義
塾
が
大
阪
で
創
設
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
あ
り
え
た

(

１)

。
も
ち
ろ
ん
、
福
沢
の
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
英
語
へ
の

｢

転
換｣

が
象
徴
的

に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
後
日
本
が
英
国
の
覇
権
下
に
あ
っ
た
世
界
経
済
に
組
み
込
ま
れ
、
最
初
に
日
本
を
開
国
さ
せ
た
米
国
と
の

交
際
を
密
に
し
、
政
治
と
経
済
が
東
京
中
心
に
展
開
し
た
こ
と
か
ら
し
て
、
も
し
も
大
阪
か
ら
慶
應
義
塾
が
出
発
し
て
い
た
な
ら

ば
現
在
の
よ
う
な
慶
應
の
発
展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

た
だ
大
阪
は
、
一
般
に
言
わ
れ
る
以
上
に
後
の
福
沢
の
思
想
と
行
動
に
影
響
を
与
え
た
土
地
だ
と
筆
者
は
感
じ
る
。
い
ま
か
ら

一
〇
年
前
の
二
〇
〇
一
年
八
月
末
、
阪
急
百
貨
店
大
阪
う
め
だ
本
店
で
開
か
れ
た

｢

世
紀
を
つ
ら
ぬ
く
福
沢
諭
吉
―
没
後
一
〇
〇

年
記
念
―
大
阪
展｣

を
観
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
八
七
三
年

(

明
治
六
年)

に
設
置
さ
れ
た

｢

大
阪
慶
應
義
塾｣

に
関
す

る
資
料
に
出
会
っ
た
。
出
品
さ
れ
て
い
た
の
は
、｢

慶
應
義
塾
分
校
設
立
願
写(

大
阪
慶
應
義
塾)｣

｢

大
阪
慶
應
義
塾
開
業
報
告
・

入
社
の
法｣
｢

大
阪
慶
應
義
塾
記
録｣

な
ど
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
の
歴
史
に
通
じ
た
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
こ
と

さ
ら
新
味
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
、
福
沢
諭
吉
と
朝
鮮
の

｢

開
化
派｣

と
の
関
係
を
調
べ
た
折
、
福
沢
が

金
玉
均
と
出
会
っ
た
こ
と
、
そ
の
出
会
い
を
取
り
持
っ
た
石
亀
福
寿
な
る
人
物
が
こ
の
大
阪
慶
應
義
塾
で
学
ん
だ
こ
と
を
知
る
に

つ
け
、
大
阪
は
、
福
沢
の
ア
ジ
ア
、
特
に
朝
鮮
と
の
縁
を
深
め
た
土
地
で
も
あ
っ
た
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
小
論
で
は
、

そ
の
推
測
に
つ
い
て
、
筆
者
が
調
べ
た
こ
と
を
報
告
し
た
い
。
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本
稿
で
は
次
の
よ
う
に
話
を
進
め
る
。
ま
ず
大
阪
慶
應
義
塾
の
開
設
と
閉
校
の
事
情
と
、
大
阪
慶
應
義
塾
へ
入
社
し
た
石
亀
福

寿
の
履
歴
お
よ
び
事
績
を
振
り
返
る
。
次
い
で
石
亀
が
金
玉
均
を
福
沢
に
紹
介
し
た
経
緯
、
朝
鮮
の

｢

開
化
派｣

金
玉
均
の
政
治

的
な
役
割
、
金
玉
均
と
福
沢
の
交
際
に
つ
い
て
見
る
。
ま
た
、
石
亀
福
寿
と
福
沢
の
交
友
を
、｢

檀
家｣

と
し
て
の
関
係
、
仏
教

思
想
の
教
導
者
、
仏
教
保
険
事
業
の
推
進
者
と
い
う
側
面
か
ら
触
れ
、
石
亀
と
福
沢
の
大
阪
慶
應
義
塾
を
縁
と
す
る
関
係
の
深
さ

を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

二

大
阪
慶
應
義
塾
と
石
亀

(

寺
田)

福
寿

東
京
の
慶
應
義
塾
が
教
育
界
で
確
固
た
る
地
位
を
得
始
め
た
明
治
六
年
ご
ろ
か
ら
慶
應
義
塾
の
地
方
展
開
が
始
ま
っ
た

(

２)

。
そ
の

な
か
で
最
初
の
分
校
、
大
阪
慶
應
義
塾
は
明
治
六
年
一
一
月
に
開
か
れ
た

(

３)

。｢

関
西
地
方
学
生
に
し
て
東
京
に
上
る
こ
と
の
難
き

者
を
し
て
就
学
の
便
を
得
せ
し
め
ん
が
為
に

(
４)｣
、
荘
田
平
五
郎

(

臼
杵
藩
出
身
の
士
族)

と
名
児
耶
六
都

(

新
潟
県
士
族)

を
大

阪
に
派
遣
し
て
開
校
さ
れ
た
の
で
あ
る

(

５)

。
明
治
六
年
一
〇
月
八
日
の
東
京
府
知
事
・
大
久
保
一
翁
と
大
阪
府
権
知
事
・
渡
辺
昇
に

宛
て
た
福
沢
、
荘
田
、
名
児
か
ら
の
分
校
設
立
願
に
も
、｢

関
西
の
生
徒
は
遠
路
の
往
来
不
便
に
付｣

と
い
う
設
立
理
由
が
書
き

込
ま
れ
て
い
る
。
京
都
に
分
校
が
設
置
さ
れ
た
の
も

(

明
治
七
年
二
月)

同
じ
流
れ
の
中
の
事
業
で
あ
っ
た
。

だ
が
大
阪
慶
應
義
塾
は
わ
ず
か
二
年
足
ら
ず
で
閉
校
、
徳
島
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
時
の
校
長
矢
野

文
雄
が

｢

東
京
・
大
阪
の
交
通
稍
便
な
る
に
従
い
、(

中
略)

追
々
本
塾
に
入
る
も
の
多
く｣

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ

の
閉
校
は

｢

交
通
発
達｣

の
た
め
、
と
い
う
単
純
明
快
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(

６)

。
慶
應
義
塾
が
東
京
に
あ
る
た
め
関

西
の
学
生
が
不
便
を
し
て
い
る
の
で
開
設
し
た
が
、
交
通
の
発
達
で
そ
の
不
便
さ
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
大
阪
は
閉
校
に

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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し
て
、
い
ま
だ
不
便
な
徳
島
に
移
転
し
よ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
以
外
に
大
阪
の
環
境
条
件
や
義
塾
の
経
営
事
情
も
無
視
で
き
な
い
。『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

(

第
一
巻)

の
補
注
は

次
の
よ
う
な
原
因
も
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
、
大
阪
で
は
、｢

商
売
に
は
学
問
は
不
要｣

と
い
う
風
土
が
あ
っ
た
こ
と
、
大
阪
に

長
期
滞
在
し
て
学
校
経
営
に
専
念
す
る
人
物
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
教
員
の
顔
ぶ
れ
が
頻
繁
に
変
わ
っ
た
こ
と
、
な
ど
で

あ
る

(

７)

。
か
く
て
矢
野
の
伝
記

『

竜
渓
矢
野
文
雄
君
伝』

に
あ
る
よ
う
に
、
徳
島
の
有
力
者
の
希
望
と
援
助
が
あ
っ
た
た
め
、
大
阪
の
生

徒
を
引
き
連
れ
て
同
地
へ
移
動
し
た
の
で
あ
る

(

８)

。
し
か
し
徳
島
固
有
の
塾
生
は
一
〇
名
に
満
た
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
徳
島
慶
應
義

塾
は
明
治
九
年
一
一
月
ま
で
存
続
し
た
に
す
ぎ
な
い

(

９)

。

大
阪
分
校
で
は
、
英

(

原)
書
科
・
訳
書
科
を
設
け
、
洋
算
・
和
算
も
主
要
教
科
目
と
し
て
教
え
て
い
た

(

�)

。
そ
の
大
阪
慶
應
義

塾
に
は
二
年
弱
の
間
に
、
英
書
科
の
学
生
七
五
名
、
訳
書
科
一
一
名
、
計
八
六
名
の
学
生
が
入
門
し
て
い
る

(

�)

。
具
体
的
な
人
名
は
、

『

慶
應
義
塾
入
社
帳』

第
五
巻
の

｢

大
阪
・
徳
島
慶
應
義
塾
入
社
帳

(

三
冊)｣

で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
に
、
本
稿

で
以
下
に
取
り
上
げ
る
石
亀
福
寿
な
る
人
物
の
名
前
が
六
六
番
目
に
現
れ
る
。
こ
の
石
亀
が
、
福
沢
諭
吉
と
金
玉
均
の
間
を
仲
介

し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
諸
処
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
例
え
ば
福
沢
の
伝
記
、
富
田
正
文

『

考
証
福
沢

諭
吉』

も
、
福
沢
の

｢

脱
亜
論｣

と
金
玉
均
を
論
じ
た
箇
所
で
、
寺
田

(

石
亀)

福
寿
が
大
阪
慶
應
義
塾
に
学
ん
だ
縁
で
諭
吉
の

知
遇
を
得
た
学
僧
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る

(

�)

。

た
だ
、
こ
の
大
阪
慶
應
義
塾
の

｢

入
社
帳｣

が
ど
の
程
度
正
確
な
も
の
な
の
か
と
い
う
問
題
は
残
る
。｢

入
社
帳｣

に
は
、
本

人
の
姓
名
、
出
身
府
県
、
身
分
、
宿
所
、
父
・
兄
弟
姓
名
、
年
齢
、
入
社
年
月
日
、
入
社
証
人
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
十
数

名
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
姓
名
以
外
の
デ
ー
タ
の
全
て
、
あ
る
い
は
一
部
が
欠
落
し
て
い
る
。
石
亀
福
寿
の
場
合
は
、
そ
の
姓
名

4



が
記
入
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
つ
て
は
、
石
亀
は
慶
應
義
塾
に
入
社
し
た
こ
と
は
な
い
と
の
説
も
あ
っ
た
。
そ

の
根
拠
と
し
て
は
、
福
沢
と
同
じ
中
津
出
身
の
浜
野
定
四
郎

(

当
時
塾
長)

に
宛
て
た
福
沢
の
手
紙

(

一
八
七
九
年
な
い
し
一
八

八
〇
年
の
七
月
八
日
と
推
定
さ
れ
る)

が
挙
げ
ら
れ
て
い
た

(

�)

。

拝
啓
。
此
人
ハ
石
亀
福
寿
ト
申
、
東
本
願
寺
之
生
徒
ニ
し
て
、
本
塾
ヘ
入
社
ハ
不
致
候
得
共
、
嘗
�
矢
野
、
後
藤
ニ
従
学
い

た
し
候
事
も
有
之
。
好
�
英
書
を
読
ミ
、
就
中
フ
ヒ
ソ
ロ
フ
ヒ
ー
ニ
執
心
。
此
度
出
京
、
尚
活
計
之
傍
ニ
読
書
勉
強
い
た
し

候
と
て
色
々
話
も
あ
り
。
何
卒
一
度
御
目
ニ
掛
り
度
由
申
聞
候
ニ
付
、
添
書
認
メ
附
与
い
た
し
候
。
是
ト
申
ス
用
事
も
無
之

候
得
共
、
今
後
学
問
上
之
義
ニ
付
、
何
か
御
高
論
も
拝
聴
仕
度
ト
、
熱
心
罷
在
候
義
、
宜
敷
様
御
待
遇
奉
願
候
。
用
事
而
已

申
上
度
、
早
々
頓
首
。

七
月
八
日

福
沢
諭
吉

浜
野
定
四
郎
様

梧
下

｢

本
塾
ヘ
入
社
ハ
不
致
候
得
共｣

と
い
う
箇
所
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
大
阪
慶
應
義
塾
の

｢

入
社
帳｣

の
記
入
に

誤
り
が
な
け
れ
ば
、
慶
應
義
塾
塾
史
資
料
室
長
で
あ
っ
た
会
田
倉
吉
が
推
定
す
る
よ
う
に
、
石
亀
福
寿
は
、(

東
京
で
は
な
く)

大
阪
慶
應
義
塾
に
入
社
し
、
そ
の
入
社
の
時
期
は

｢

入
社
帳｣
へ
の
記
載
順
序
か
ら
す
る
と
、
明
治
八
年
の
三
月
か
四
月
と
い
う

こ
と
に
な
る

(

�)

。
会
田
は
こ
の
書
簡
に
現
れ
る
矢
野
は
矢
野
文
雄
で
あ
る
と
の
推
測
を
支
持
し
、｢

矢
野
文
雄
は
石
亀
の
入
学
し
た

明
治
八
年
当
時
、
こ
の
大
阪
の
分
校
校
長
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た｣
と
し
て
い
る
。

以
上
の
流
れ
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
石
亀
は
、
明
治
八
年
の
春
に
大
阪
慶
應
義
塾
に
入
社
し
た
。
し
か
し
大
阪

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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慶
應
義
塾
は
そ
の
三
、
四
ヵ
月
後
の
一
八
七
五
年

(

明
治
八
年)

七
月
に
徳
島
に
移
転
し
て
い
る
。
徳
島
慶
應
義
塾
は
翌
九
年
一

一
月
ま
で
し
か
続
か
な
か
っ
た
。
石
亀
が
、
こ
の
徳
島
へ
の
移
転
と
閉
鎖
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
動
い
た
の
か
は
正
確
に
は
わ

か
ら
な
い
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
徳
島
へ
石
亀
も
移
っ
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
が
、
徳
島
慶
應
義
塾
の

『

入
社
帳』

に
彼
の
名
前

は
現
れ
な
い

(
�)

。

そ
の
石
亀
を
、
一
八
七
九
年

(

明
治
一
二)

あ
る
い
は
一
八
八
〇
年
夏
に
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
福
沢
は
東
京
の
慶
應
義
塾
の

塾
長
で
あ
っ
た
浜
野
に
紹
介
す
る
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
三
年
足
ら
ず
の
間
に
、
福
沢
が
石
亀
を
十
分
知

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
一
八
八
〇
年
代
以
降
、
本
願
寺
の
僧
侶
と
し

て
の
石
亀
が
、
福
沢
に
仏
教
の
教
説
に
関
す
る
知
識
を
伝
え
、
福
沢
家
の
仏
事
の
世
話
を
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
手
紙

が
少
な
か
ら
ず
あ
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
し
か
し
、
福
沢
と
石
亀
が

｢

縁
を
結
ぶ｣

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
が
、｢

大
阪
慶
應
義

塾｣

で
あ
っ
た
こ
と
は
、(

証
明
は
難
し
い
が)

一
応
認
め
て
も
よ
か
ろ
う
。
こ
の
石
亀
福
寿
の
宗
教
活
動
と
生
命
保
険
会
社
設

立
活
動
に
お
け
る
福
沢
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
第
四
節
で
触
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
石
亀
と
の
縁
で
、
福
沢
は
朝
鮮
独
立
の
急
進
派
で
あ
っ
た
金
玉
均
に
出
会
う
。
そ
し
て
こ
の
金
玉
均
こ
そ
は
、

後
の
福
沢
か
ら
朝
鮮
問
題
へ
の
深
い
関
与
を
引
き
出
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
次
に
そ
の
金
玉
均
に
つ
い
て
、
福
沢
と
の
出
会
い
と

交
友
を
中
心
に
見
て
お
こ
う
。

三

福
沢
に
金
玉
均
を
紹
介
す
る

金
玉
均

(

一
八
五
一
―
九
四
、
号
は
古
�
も
し
く
は
古
愚
、
日
本
名
・
岩
田
周
作)

は
、
清
国
と
の
事
大

(

宗
属)

関
係
に
固

6



執
す
る
閔
氏
一
族
を
中
心
と
す
る
守
旧
派
に
対
抗
し
て
、
清
国
か
ら
の
独
立
と
日
本
の
明
治
維
新
を
モ
デ
ル
に
し
た
国
内
諸
制
度

の
近
代
化
を
目
指
す
朝
鮮
開
化
派
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
あ
っ
た

(

�)

。
開
化
派
の
政
治
集
団
の
中
で
も
、
後
に
触
れ
る
甲
午
改
革

(
一
八
九
四
―
九
五)

を
主
導
し
た
穏
健
的
な
開
化
派
と
は
異
な
り
、
金
は
奪
権
闘
争
に
よ
っ
て

｢

君
権
変
法｣

を
目
指
す
急
進

派
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。
両
派
と
も
、
政
治
・
経
済
面
と
社
会
的
な
旧
制
度
を
残
し
た
ま
ま
開
国
し
た

(

一
八
七
六
年
の
日
朝
修

好
条
規)

朝
鮮
に
と
っ
て
、
国
内
の
近
代
化
が
焦
眉
の
急
で
あ
る
と
の
認
識
は
共
通
し
て
い
た
。
日
本
へ
の
開
国
に
遅
れ
る
こ
と

六
年
、
一
八
八
二
年
に
は
、
米
国
、
英
国
、
ド
イ
ツ
な
ど
欧
米
諸
国
と
も
朝
鮮
は
同
様
の
条
約
を
結
び
世
界
経
済
の
中
に
組
み
込

ま
れ
て
行
く
。
福
沢
は
、
こ
の
日
本
に
よ
る
最
初
の
朝
鮮
開
国
を
、
米
国
が
日
本
を
最
初
に
開
国
さ
せ
た
事
実
と
パ
ラ
レ
ル
に
把

え
、｢

左
れ
ば
我
日
本
国
が
朝
鮮
国
に
対
す
る
の
関
係
は
、
亜
米
利
加
国
が
日
本
国
に
対
す
る
も
の
と
一
様
の
関
係
な
り
と
し
て

視
る
可
き
も
の
な
り｣

と
述
べ
て
い
る

(

�)

。

日
本
を
ア
ジ
ア
に
お
け
る

｢

近
代
化｣
の
魁
と
見
て
い
た
朝
鮮
政
府
は
、
一
八
七
六
年
四
月
第
一
次
日
本
修
信
使

(

金
綺
秀)

を
派
遣
し
、
日
本
の
状
況
を
視
察
さ
せ
日
本
の
開
国
経
験
談
を
聴
き
取
ら
せ
た
。
金
玉
均
は
、
初
期
開
化
派
の
一
翼
を
担
っ
た
腹

心
の
仏
僧
・
李
東
仁

(

？
〜
一
八
八
一)

を
一
八
七
八
年
六
月
に
ひ
そ
か
に
日
本
に
派
遣
す
る

(

�)

。
東
本
願
寺
釜
山
別
院
奥
村
円
心

の
紹
介
で
京
都
の
東
本
願
寺
を
訪
れ
た
李
は
、
そ
の
あ
と
一
八
八
〇
年
三
月
、
東
京
の
東
本
願
寺
別
院
に
移
り
僧
侶
寺
田(

石
亀)

福
寿
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
寺
田
福
寿
の
つ、
て、
に
よ
っ
て
彼
は
福
沢
と
連
絡
を
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。
大
阪
慶
應

義
塾
で
学
ん
だ
経
験
の
あ
る
寺
田
は
、
そ
の
縁
で
李
を
福
沢
に
引
き
合
わ
せ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
李
は
福
沢
邸
を
拠
点
に
日
本
の

事
情
を
視
察
し
、
一
八
八
〇
年
九
月
、
朝
鮮
に
帰
国
後
そ
の
見
聞
を
金
玉
均
に
報
告
し
た
。

金
の
第
一
次
日
本
訪
問

一
八
八
一
年
、
朴
定
陽
、
洪
英
植
、
魚
允
中
ら
一
二
名
の
朝
士
お
よ
び
随
員
を
ふ
く
め
た
計
六
二
名
の

｢

紳
士
遊
覧
団｣

の
日

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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本
見
学
の
報
告
に
接
し
、
金
自
身
も
一
八
八
二
年
三
月
、
国
王
の
命
を
得
て
日
本
視
察
の
機
会
を
得
た

(

�)

。
長
崎
か
ら
、
神
戸
、
大

阪
へ
入
り
、
途
中
京
都
ま
で
遠
路
迎
え
に
来
た
寺
田
福
寿
と
と
も
に
、
同
年
六
月
、
東
京
へ
赴
き
、
東
京
で
日
本
の
政
治
、
経
済
、

軍
事
等
の
施
設
を
視
察
し
た
。
こ
の
と
き
金
は
三
田
の
福
沢
邸
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
福
沢
と
金
玉
均
の
初
対
面
と
な
る
。
ち

な
み
に
、
こ
の
年
の
三
月
一
一
日
の

『

時
事
新
報』

の
社
説
に

｢

朝
鮮
の
交
際
を
論
ず｣

と
題
す
る
最
初
の
朝
鮮
論
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
福
沢
の
朝
鮮
問
題
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
金
の
人
品
と
見
識
に
つ
い
て
聞
き
及
ん
で

い
た
福
沢
は
、
実
際
に
面
談
す
る
な
か
で
ま
す
ま
す
そ
の
人
物
に
好
感
を
も
ち
、
自
身
の
別
宅
内
に
起
居
さ
せ
、
政
府
の
高
官
や

民
間
の
有
力
者
た
ち
に
彼
を
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。

(

一)

壬
午
事
変

(

一
八
八
二
年)

福
沢
と
の
接
触
な
ど
を
通
し
て
日
本
を
友
邦
と
感
じ
と
っ
た
金
玉
均
は
、
さ
ら
に
大
規
模
な
視
察
団
を
編
成
し
て
再
度
来
日
し

よ
う
と
決
心
、
一
八
八
二
年
八
月
、
一
旦
朝
鮮
に
戻
る
た
め
に
神
戸
を
経
て
下
関
ま
で
来
る
と
、
そ
こ
で
漢
城

(

ソ
ウ
ル)

で
大

規
模
な
兵
士
の
乱
が
七
月
二
四
日
に
起
こ
り
政
権
を
担
当
し
て
い
た
閔
氏
一
族
の
政
府
高
官
、
日
本
人
の
軍
事
顧
問
、
日
本
公
使

館
員
ら
が
襲
撃
さ
れ
た
と
の
報
に
接
す
る

(

壬
午
事
変)
。
守
旧
排
外
の
前
政
権
担
当
者
大
院
君
が
再
び
実
権
を
握
っ
た
の
で
あ

る
。
開
明
の
思
想
を
伝
え
る
た
め
生
命
の
危
険
を
覚
悟
し
て
金
は
帰
国
し
た
が
、
乱
の
首
謀
者
大
院
君
は
す
で
に
清
軍
に
よ
っ
て

天
津
に
連
れ
去
ら
れ
軟
禁
さ
れ
て
お
り
、
漢
城
の
町
は
清
国
の
軍
隊
で
占
領
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
国
辱
と
感
じ
た
金
は
、

清
国
政
府
を
敵
と
思
い
定
め
、
青
年
官
吏
た
ち
に
日
本
視
察
の
状
況
を
語
っ
て
聞
か
せ
、
祖
国
独
立
を
目
指
す
機
運
の
醸
成
に
専

念
す
る
よ
う
に
な
る
。

金
の
第
二
次
日
本
訪
問
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こ
の
壬
午
事
変
の
結
果
、
済
物
浦
条
約
の
条
件
と
し
て
償
金
五
〇
万
円
、
公
使
館
保
護
の
た
め
の
駐
兵
権
、
被
害
家
族
へ
の
補

償
の
ほ
か
、
日
本
に

｢

謝
罪
史｣

を
送
る
こ
と
と
な
り
、
一
八
八
二
年

(

明
治
一
五
年)

九
月
、
金
も
こ
の
案
内
役
と
し
て
同
道

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
翌
八
三
年
一
月
、
金
は
再
び
福
沢
を
訪
ね
、
さ
ら
に
井
上
馨
外
務
卿
も
訪
問
、
そ
の
斡
旋
に
よ
っ
て
横

浜
正
金
銀
行
か
ら
一
七
万
円
の
借
款
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
、
こ
の
借
入
金
か
ら
五
万
円
を
日
本
へ
の
償
金
の
一
部(

第
一
回
分)

と
し
て
支
払
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
一
行
が
三
月
に
帰
国
し
て
間
も
な
く
、
朝
鮮
か
ら
の
留
学
生
三
〇
余
名
が
福
沢
を
頼
っ
て

東
京
に
来
た
。
福
沢
は
彼
ら
を
慶
應
義
塾
の
他
に
も
、
陸
軍
戸
山
学
校
や
逓
信
省
の
電
信
講
習
所
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
志
望
に
応
じ

て
振
り
分
け
受
け
入
れ
さ
せ
た

(

�)

。

ま
た
、
金
は
滞
在
中
、
朝
鮮
政
府
の
諸
政
改
革
の
顧
問
と
な
る
べ
き
人
物
の
紹
介
を
福
沢
に
依
頼
、
福
沢
は
こ
れ
に

｢

多
年
慶

應
義
塾
に
在
り
て
蛍
雪
の
辛
苦
を
嘗
め
、
社
会
の
人
事
に
当
た
り
て
、
実
に
文
明
の
事
を
知
る
人｣

、
塾
出
身
の

『

時
事
新
報』

記
者
、
牛
場
卓
蔵
を
推
薦
し
て
い
る
(

�)
。
一
八
八
二
年

(

明
治
一
五
年)

一
二
月
、
牛
場
が
朝
鮮
政
府
の
招
き
で
、
全
権
大
臣
朴
泳

孝
の
一
行
と
共
に
朝
鮮
に
渡
る
際
、
随
員
と
し
て
井
上
角
五
郎

(

一
八
六
〇
―
一
九
三
八)

ら
を
同
伴
し
た
。
井
上
は
福
沢
の
紹

介
で
後
藤
象
二
郎
の
秘
書
と
な
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
漢
城
で
牛
場
ら
を
待
っ
て
い
た
の
は
満
朝
閔
氏
一
族
に
よ
る
諸

政
の
壟
断
で
あ
り
、
金
玉
均
ら
改
革
派
が
手
を
打
つ
す
べ
の
な
い
政
情
で
あ
っ
た
。
開
国
後
の
日
朝
関
係
に
は
進
展
の
兆
し
は
全

く
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
牛
場
ら
は
帰
国
を
決
意
し
た
が
、
井
上
角
五
郎
は
一
人
漢
城
に
残
り
、

政
情
民
情
を
探
り
こ
れ
を
福
沢
に
通
信
す
る
決
心
を
す
る
。

開
化
派
の
要
請
に
こ
た
え
て
、
井
上
角
五
郎
は
朝
鮮
で
最
初
の
官
報
と
新
聞
双
方
の
機
能
を
持
つ

『

漢
城
旬
報』

の
創
刊
に
協

力
さ
せ
て
い
る

(

�)

。
一
八
八
三
年
七
月
一
日
付
け
の
井
上
角
五
郎
宛
の
次
の
手
紙
は
、
朝
鮮
滞
在
中
の
心
構
え
を
伝
え
て
い
る

(

�)

。

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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(

前
略)

其
地
ニ
居
て
、
朝
鮮
人
之
信
を
取
ル
可
き
ハ
無
論
之
事
な
れ
共
、
元
ト
是
レ
日
本
人
な
り
。
其
政
治
上
之
方
向
も
、

固
�
政
府
と
同
し
か
ら
ざ
る
を
得
ず
。
殊
ニ
外
国
ニ
居
�
ハ
、
同
国
人
即
チ
骨
肉
ニ
異
な
ら
ず
。
竹
添
氏
ヘ
ハ
別
�
世
話
ニ

も
相
成
義
、
折
々
御
尋
問
、
親
し
く
御
交
際
被
成
度
事
ニ
存
候
。(

後
略)

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
横
浜
正
金
銀
行
か
ら
一
七
万
円
の
借
款
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
金
玉
均
は
、
外
務
卿
井
上
馨
か
ら
朝

鮮
政
府
の
正
式
な
委
任
状
が
あ
れ
ば
三
〇
〇
万
円
の
借
款
も
可
能
と
の
臆
測
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
帰
国
後
朝
野
に
日
本

か
ら
の
借
款
を
説
い
て
回
っ
た
。
三
〇
〇
万
円
は
、
当
時
の
朝
鮮
の
全
歳
入
に
匹
敵
す
る
額
で
あ
る

(

�)

。
し
か
し
、
借
款
成
功
が
金

の
手
柄
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
閔
氏
一
族
は
八
方
手
を
尽
く
し
こ
れ
を
妨
害
、
結
局
金
は
僅
か
に
国
王
か
ら
密
勅
の
委
任
状
を
獲

得
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

金
の
第
三
次
日
本
訪
問

一
八
八
三
年
六
月
、
再
び
金
は
国
王
の
国
債

(

三
〇
〇
万
円
借
款)

委
任
状
を
携
え
て
来
日
す
る
。
し
か
し
外
務
卿
井
上
馨
は

前
言
を
翻
し
、
借
款
の
斡
旋
に
全
く
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
金
は
福
沢
の
助
け
も
借
り
四
方
に
手
を
尽
く
し
た
が
良
策
が
見
出

せ
ず
、
仏
清
間
の
不
協
和
音
に
乗
じ
て
フ
ラ
ン
ス
公
使
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
は
借
款
と
と
も
に
朝
鮮
独
立
党
の

運
動
を
援
け
る
べ
く
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
派
遣
ま
で
申
し
出
て
き
た

(

�)

。
こ
れ
に
応
じ
て
後
藤
象
二
郎
は
自
由
党
の
壮
士
で
民
兵
を
結

成
し
朝
鮮
へ
送
り
込
む
と
い
う
計
画
を
企
て
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
伊
藤
博
文
は
、
日
本
人
民
兵
を
結
成
す
る
な
ど
は
国
家
の
一
大

事
と
み
な
し
、
こ
の
借
款
を
含
む
す
べ
て
の
計
画
を
取
り
消
さ
せ
た
。
結
局
、
金
は
こ
の
第
三
次
訪
日
で
何
の
成
果
も
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
残
さ
れ
た
戦
略
と
し
て
は
閔
族
を
打
倒
し
て
独
立
の
新
政
体
を
樹
立
す
る
外
は
な
い
と
固
く
決
意
し
、
一
八
八
四

年

(

明
治
一
七)

四
月
、
日
本
を
去
っ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
結
局
、
金
玉
均
は
一
八
八
一
年
か
ら
八
四
年
の
間
に
三
度
来
日
し
、
福
沢
だ
け
で
は
な
く
、
井
上
馨
、
後
藤

象
二
郎
な
ど
政
界
要
人
と
接
触
し
、
朝
鮮
開
化
派
の
た
め
に
協
力
を
求
め
、
ま
た
総
計
五
〇
余
名
の
留
学
生
を
福
沢
の
許
に
送
っ

て
慶
應
義
塾
や
陸
軍
戸
山
学
校
等
に
入
学
さ
せ
た
が
、
借
款
問
題
で
は
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(

二)

甲
申
事
変

(

一
八
八
四
年
一
二
月)

一
八
八
四
年
八
月
、
安
南
事
件
を
き
っ
か
け
に
フ
ラ
ン
ス
と
清
の
関
係
が
悪
化
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
日
本
の
外
務
省
は

朝
鮮
独
立
党
の
運
動
を
支
援
す
る
動
き
を
見
せ
始
め
た
。
同
じ
こ
ろ
、
金
玉
均
を
中
心
と
す
る
独
立
党
も
王
の
身
辺
で
次
第
に
勢

力
を
盛
り
返
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
ん
な
折
、
朝
鮮
政
府
が
新
た
に
設
置
す
る
郵
政
局
開
局
式
の
宴
が
開
か
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。

金
ら
は
要
人
が
一
同
に
会
す
る
こ
の
宴
を
好
機
と
し
て
閔
氏
政
権
に
対
す
る
ク
ー
デ
タ
を
敢
行
、
一
八
八
四
年

(

明
治
一
七)

一

二
月
四
日
、
閔
泳
翊
を
は
じ
め
と
し
て
事
大
党
の
政
府
要
人
ら
七
名
を
殺
害
し
た
。

こ
の
叛
乱
を
清
軍
の
企
て
と
聞
か
さ
れ
た
国
王
は
、
日
本
大
使
館
に
王
宮
守
備
を
要
請
、
日
本
公
使
竹
添
進
一
郎
は
こ
れ
に
応

え
て
日
本
兵
二
〇
〇
名
を
率
い
て
王
の
護
衛
に
参
じ
た
。
翌
一
二
月
五
日
、
政
府
要
人
は
更
迭
さ
れ
、
独
立
党
に
よ
る
新
政
府
が

樹
立
さ
れ
た
が
、
や
が
て
給
与
支
払
い
に
不
満
を
も
つ
朝
鮮
兵
士
が
新
政
府
か
ら
離
脱
、
袁
世
凱
の
手
引
き
も
あ
り
清
軍
に
合
流

す
る
。
日
本
に
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
金
玉
均
、
洪
英
植
、
朴
泳
孝
ら
は
、
士
官
学
生
や
壮
士
を
指
揮
し
て
国
王
高
宗
と
王
妃
の

閔
妃
を
隔
離
し
よ
う
と
し
た
が
、
袁
世
凱
率
い
る
一
五
〇
〇
名
の
清
国
軍
は
翌
六
日
午
後
に
王
宮
を
急
襲
、
こ
れ
を
守
る
朝
鮮
兵

士
の
み
な
ら
ず
、
日
本
軍
兵
士
と
も
交
戦
し
た
。
数
で
劣
る
日
本
軍
は
や
が
て
撤
退
を
決
意
、
そ
の
夜
、
竹
添
公
使
と
と
も
に
一

旦
日
本
公
使
館
に
退
き
、
翌
日
に
は
居
留
民
ら
と
と
も
に
仁
川
ま
で
落
ち
の
び
た
。
こ
の
時
、
竹
添
の
反
対
を
受
け
つ
つ
も
、
再

び
朝
鮮
に
渡
っ
て
い
た
井
上
角
五
郎
な
ど
の
計
ら
い
に
よ
り
金
玉
均
は
仁
川
よ
り
日
本
へ
渡
る
千
歳
丸
に
同
船
、
神
戸
・
横
浜
を

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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経
て
、
一
二
月
末
、
東
京
三
田
の
福
沢
邸
に
匿
わ
れ
る

(

�)

。

一
八
八
五
年
一
月
、
外
務
卿
井
上
馨
は
甲
申
事
変
の
処
理
の
た
め
に
漢
城
に
赴
き
、
新
政
府
と
の
間
に
漢
城
条
約
を
締
結
し
た
。

こ
の
条
約
は
朝
鮮
政
府
の
謝
罪
や
日
本
へ
の
賠
償
な
ど
が
含
ま
れ
た
も
の
の
、
朝
鮮
に
対
し
寛
大
に
過
ぎ
る
と
の
見
方
が
広
が
っ

た
。
ま
た
伊
藤
博
文
が
全
権
大
使
と
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
当
事
国
で
あ
る
清
と
の
間
に
締
結
し
た
天
津
条
約
は
さ
ら
に
微
温
的

な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
国
民
の
失
望
を
誘
う
。
し
か
し
、
言
論
統
制
が
厳
し
い
当
時
は
こ
れ
を
正
面
か
ら
批
判
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
。

福
沢
も
直
接
こ
れ
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
仏
と
清
の
和
議
が
成
立
し
た
際
に
、『

時
事
新
報』

に

｢

仏
清
新
天
津

条
約｣

と
題
す
る
論
評
を
書
き
、
前
年
の
天
津
仮
条
約
と
比
較
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
清
に
対
す
る
姿
勢
が
大
幅
に
後
退
し
た
こ
と
を

指
摘
、
こ
れ
に

｢

仏
国
人
民
が

(
中
略)

必
ず
や
文
明
国
民
の
固
有
す
る
言
論
の
自
由
と
出
版
の
自
由
と
を
十
分
に
実
用
し
て｣

｢

其
新
内
閣
の
政
略
の
卑
怯
な
る
を
憤
り
、
飽
く
ま
で
政
府
を
攻
撃
し
て
止
む
こ
と
を
し
ら
ざ
る
な
ら
ん｣

と
書
い
た
の
は
、
間

接
的
な
が
ら
伊
藤
の
天
津
条
約
を
批
判
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

甲
申
事
変
は
、
開
明
的
な
少
数
の
エ
リ
ー
ト
が
日
本
軍
の
出
動
を
求
め
て
国
王
を
護
衛
し
た
た
め
、
大
衆
の
反
日
感
情
を
む
し

ろ
強
め
た
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。
福
沢
は
金
玉
均
自
身
に
関
し
て
は

｢

信
用
の
置
け
る｣

唯
一
の

｢

朝
鮮
人｣

(

石
河
幹
明

『

福
沢
諭
吉
伝』

第
三
巻)

と
し
て
金
を
援
護
し
、
甲
申
事
変
後
の
処
遇
に
関
し
て
し
ば
し
ば

『

時
事
新
報』

に
取
り
上
げ
、
日

本
、
清
国
、
韓
国
の
政
府
を
批
判
し
て
い
る

(

�)

。
福
沢
は
政
治
問
題
に
つ
い
て
、｢

余
は
作
者
で
、
筋
書
を
作
る
の
み｣

と
い
う
の

が
持
論
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
甲
申
事
変
は
例
外
で
、
福
沢
は

｢
自
か
ら
進
ん
で
役
者
を
選
み
役
者
を
教
へ
又
道
具
立
其
他
万
端

を
指
図｣

(

石
河

『

福
沢
諭
吉
伝』

第
三
巻)

し
た
と
言
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
近
年
、
福
沢
か
ら
当
時
参
事
院
議
官
兼
駐
伊
特
命
全
権
大
使
で
あ
っ
た
田
中
不
二
麿
へ
宛
て
た
書
簡

(

明
治
一
八
年
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四
月
二
八
日
付)

が
発
見
さ
れ
た

(

�)

。
こ
の
書
簡
で
は
、
甲
申
事
変
を
竹
添
公
使
は
事
前
に
知
っ
て
い
た
が
、
一
、
二
の
人
の
抜
け

駆
け
で
失
敗
し
た
こ
と
、
昔
の
日
韓
、
日
清
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と
、
余
計
な
こ
と
を
仕
出
か
し
た
も
の
だ
と
の
慨

嘆
、
福
沢
が
教
唆
し
た
と
い
う
言
い
掛
か
り
は
馬
鹿
げ
て
い
る
な
ど
の
感
想
、
そ
し
て
甲
申
事
変
の
日
本
人
刺
客
の
係
り
に
関
す

る
記
述
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(

三)

日
本
亡
命
か
ら
暗
殺
へ

守
旧
派
政
権

(

事
大
党)
に
対
し
て
開
化
派

(

清
か
ら
の
独
立
を
主
張
す
る
独
立
党)

が
起
こ
し
て
失
敗
し
た
甲
申
事
変
の
あ

と
、
金
玉
均
は
日
本
に
亡
命
す
る
。
亡
命
直
後
は
、
三
田
の
福
沢
家
に
い
た
が
、
一
八
八
五
年
三
月
、
金
玉
均
一
行
は
、
浅
草
本

願
寺
に
滞
在
し
た
後
、
横
浜
居
留
地
の
洋
館
へ
と
移
っ
た
。
ち
な
み
に
、
浅
草
本
願
寺
に
か
く
ま
わ
れ
る
前
に
、
寺
田
福
寿
の
い

た
本
郷
真
浄
寺
に
一
時
寄
寓
し
て
い
た
と
い
う
証
言
を
琴
乗
洞
氏
は
得
て
い
る

(

�)

。
福
沢
が

｢

脱
亜
論｣

を

『

時
事
新
報』

(

明
治

一
八
年
三
月
一
五
日)

に
掲
載
し
た
の
は
、
ま
さ
に
金
が
福
沢
邸
か
ら
真
浄
寺
、
浅
草
本
願
寺
へ
と
居
処
を
移
し
て
い
た
と
き
で

あ
っ
た
。
甲
申
事
変
に
よ
る
金
た
ち
の｢

三
日
天
下｣

が
終
わ
り
、
金
が
日
本
へ
ほ
う
ほ
う
の
体
で
た
ど
り
着
い
た
直
後
で
あ
る
。

福
沢
が
朝
鮮
と
中
国
に
関
し
て
、｢

我
輩
を
以
て
こ
の
二
国
を
視
れ
ば
、
今
の
文
明
東
漸
の
風
潮
に
際
し
、
迚
も
そ
の
独
立
を
維

持
す
る
の
道
あ
る
可
ら
ず｣

と
嘆
じ
た
の
も
故
無
き
こ
と
で
は
な
い

(

�)

。

そ
の
後
、
金
の
日
本
へ
の
亡
命
を
日
本
と
清
と
の
外
交
関
係
の
障
害
と
見
た
日
本
政
府
は
、
一
八
八
六
年
六
月
、
内
務
大
臣
山

県
有
朋
に
よ
る

｢

一
五
日
以
内
の
国
外
退
去｣

命
令
に
よ
っ
て
、
金
玉
均
を
小
笠
原
諸
島
父
島
に
幽
閉
す
る
。
つ
い
で
母
島
へ
移

さ
れ
、
そ
こ
で
健
康
を
害
し
た
金
は
、
一
八
八
八
年
七
月
横
浜
に
戻
り
、
八
月
に
は
さ
ら
に
北
海
道

(

札
幌
、
小
樽)

へ
と
移
送

さ
れ
た
。
し
か
し
一
八
八
九
年
九
月
、
金
は
病
気
療
養
の
た
め
東
京
へ
向
か
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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翌
月
の
一
〇
月
一
八
日
、
福
沢
は
藤
野
近
昌

(

特
選
塾
員
、
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
会
社
役
員)

へ
の
手
紙
の
中
で
、
岩
田
氏

(

金

玉
均
の
日
本
姓)

へ
の
世
話
を

岩
田
氏
の
義
、
詳
に
被
仰
下
、
同
人
は
兼
て
老
生
の
所
知
な
り
。
私
に
相
願
に
は
無
之
候
得
共
、
出
来
候
義
は
御
添
心
被

成
遣
度
奉
願
候
。

と
、
依
頼
し
て
い
る

(

�)
。

小
笠
原
諸
島
、
札
幌
へ
と
場
所
を
移
し
な
が
ら
幽
閉
さ
れ
て
い
た
金
玉
均
は
、
よ
う
や
く
一
八
九
〇
年
四
月
に
な
っ
て
日
本
国

内
で
は
自
由
の
身
と
な
る
。
そ
の
後
、
金
玉
均
は
東
ア
ジ
ア
三
国
の

｢

三
和
主
義｣

を
唱
え
、
一
八
九
四
年

(

明
治
二
七
年)

三

月
、
そ
の
理
解
を
広
め
る
た
め
上
海
へ
向
か
い
、
上
陸
し
て
投
宿
し
た
と
こ
ろ
を
暗
殺
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
金
玉
均
の
遺
体
は
上

海
か
ら
朝
鮮
に
搬
送
さ
れ
、
非
業
の｢

凌
遅
斬
の
刑｣

に
処
さ
れ
た
。
金
の
供
養
の
た
め
の
戒
名
を
福
沢
は
寺
田
福
寿
に
依
頼
し
、

法
要
も
福
沢
邸
で
執
り
行
っ
て
い
る

(

�)

。
福
沢
は
遺
族
を
探
し
当
て
、
こ
れ
を
日
本
に
引
き
取
っ
て
保
護
し
よ
う
と
し
た
が
成
功
し

な
か
っ
た
。

そ
の
間
の
様
子
は
、
次
の
寺
田
宛
の
三
通
の
書
簡
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
金
玉
均
の
供
養
の
た
め
に
法
名
を
つ
け
、

三
十
五
日
忌
に
読
経
を
依
頼
す
る
の
も
の

(

一
八
九
四
年
〈
明
治
二
七
年
〉
四
月
一
三
日

(

�))

、

扨
こ
ゝ
に
一
事
相
願
度
は
、
金
玉
均
氏
事
、
あ
の
通
り
の
始
末
、
不
幸
と
も
不
運
と
も
言
語
に
尽
し
難
く
、
死
す
れ
ば
即

無
縁
に
て
、
一
偏

(

遍)

の
回
向
い
た
す
者
も
有
之
間
敷
に
付
て
は
、
印
の
為
め
位
牌
を
作
り
、
仮
に
拙
宅
の
仏
壇
中
に
安
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置
し
、
朝
夕
お
花
に
て
も
供
へ
、
又
そ
の
中
に
読
経
の
供
養
を
も
致
し
度
、
家
内
と
相
談
仕
候
処
、
差
向
き
位
牌
を
注
文
す

る
に
も
何
か
法
名
な
く
し
て
は
不
叶
次
第
に
付
、
御
病
中
恐
入
候
得
共
何
な
り
と
も
一
紙
片
に
御
記
し
御
郵
送
相
願
度
存
候
。

行
々
此
位
牌
は
弊
宅
の
仏
壇
に
置
く
か
或
は
お
寺
に
頼
む
か
は
其
辺
は
後
日
の
談
と
し
て
、
兎
に
角
に
供
養
の
目
的
を
早
く

作
り
度
相
願
候
義
に
御
座
候
。
右
願
用
ま
で
申
上
度
、
余
は
拝
顔
の
上
万
々
可
申
述
候
。
匆
々
頓
首
。

｢

あ
の
通
り
の
始
末｣

は
金
が
上
海
で
虐
殺
さ
れ
、
朝
鮮
で

｢

凌
遅
斬
の
刑｣

に
処
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
、｢

印
の
為｣

と
は
遺

体
そ
の
も
の
が
日
本
に
な
か
っ
た
た
め
、
仮
の
位
牌
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
位
牌
を
仏
壇
へ
置
き
、
朝
夕

供
花
と
読
経
の
供
養
を
し
た
い
の
で
、
そ
の
た
め
に
金
に

｢

法
名｣

を
で
き
れ
ば
早
く
付
け
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。

六
日
後
の
手
紙
で
は
、
真
浄
寺

(
寺
田
福
寿)

に
、
金
玉
均
の
法
名
の
送
付
を
感
謝
し
、
四
十
七
日
の
法
要
の
読
経
を
依
頼
し

て
い
る

(

一
八
九
四
年
〈
明
治
二
七
年
〉
四
月
一
九
日

(

�))

。

拝
啓
仕
候
。
過
日
�
金
氏
之
法
名
早
速
御
認
被
下
、
難
有
奉
存
候
。
直
ニ
仏
具
や
に
申
付
、
位
牌
も
出
来
候
ニ
付
�
、
来

ル
二
十
四
日
ハ
四
七
日
相
当
ニ
付
、
弊
宅
之
仏
壇
ニ
�
御
読
経
相
願
度
。
時
刻
ハ
午
後
五
時
よ
り
と
定
め
、
三
宅
氏
と
甲
斐

軍
治

(

司)

、
和
田
延
太

(

次)

郎
之
両
人
参
拝
之
筈
ニ
御
座
候
。
又
当
日
の
仏
事
ハ
何
れ
夜
ニ
入
可
申
、
御
病
中
夜
風
を
犯
し
て
御
帰
り

ハ
掛
念
不
少
ニ
付
、
可
相
成
ハ
拙
宅
へ
御
一
泊
相
成
候
や
う
致
度
、
併
せ
て
申
上
置
候
。
右
要
事
の
み
申
上
度
、
匆
々
如
此

御
座
候
。
頓
首
。

さ
ら
に
五
日
後
の
四
月
二
四
日
、
益
田
英
次
に
宛
て
た
手
紙
で
、｢

法
事
ハ
福
沢
宅
ニ
�
執
行
、
交
詢
社
と
ハ
間
違
な
り
。
坊
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様
ハ
寺
田
之
悴
と
塾
之
松
見
氏
へ
案
内
致
し
候
。
朝
鮮
之
生
徒
在
塾
之
者
三
名
と
、
山
崎
英
夫
氏
へ
案
内
致
し
候
。
増
田
君
も
御

来
会
相
願
候
事
な
り
。
時
刻
ハ
今
日
午
後
五
時
�
お
経
を
読
ん
て
、
其
跡
ニ
�
食
事
之
積
り｣

と
、
金
玉
均
法
事
の
段
取
を
伝
え

て
い
る

(
�)

。

金
玉
均
の
遺
髪
な
ど
は
ひ
そ
か
に
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
、
宮
崎
滔
天
た
ち
に
よ
っ
て
葬
儀
が
浅
草
東
本
願
寺
別
院
で
営
ま
れ
た
。

こ
の
年
、
一
八
九
四
年
の
七
月
二
三
日
、
日
本
が
朝
鮮
の
内
政
改
革
を
主
張
し
て
王
宮
を
占
領
し
て
大
院
君
を
擁
立
し
、
朝
鮮
社

会
近
代
化
の
た
め
の
改
革
を
断
行
し
た
甲
午
改
革

(

一
八
九
四
―
九
五
年)

が
始
ま
っ
て
い
る
。

四

保
険
思
想
の
実
践
者
と
し
て
の
寺
田
福
寿

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
金
玉
均
と
福
沢
の
交
流
の
中
で
し
ば
し
ば
登
場
し
、
福
沢
が
信
頼
し
仏
事
の
頼
み
事
や
仏
教
に
つ

い
て
の
尋
ね
事
を
し
て
い
た
寺
田
福
寿
な
る
人
物

(

本
名
は
石
亀
福
寿
、
時
に
真
浄
寺
と
い
う
寺
院
名
で
呼
ば
れ
て
い
る)

は
い

か
な
る
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

(
�)
。
そ
の
経
歴
に
は
、
不
明
な
と
こ
ろ
、
記
さ
れ
て
い
て
も
不
整
合
な
点
が
多
い

が
、
彼
の
著
書

『

阿
弥
陀
経
通
俗
講
義』

(

哲
学
書
院
、
明
治
二
七
年
六
月)

の
冒
頭
に
付
さ
れ
た

｢

寺
田
福
寿
師
小
伝｣

を
中

心
に
、
ま
ず
そ
の
最
大
公
約
数
的
な
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
お
こ
う
。

石
亀
福
寿
は
、
一
八
五
三
年
、
越
前
国
足
羽
郡
の
真
宗
大
谷
派

(
東
本
願
寺
派)

道
恩
寺
に
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
両
親
を
失
っ

た
が
、
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
京
都
の
渥
美
契
縁
の
も
と
で
仏
教
を
学
ん
だ
。
大
阪
と
徳
島

(

確
認
で
き
る
史
料
は
無
い
が
、

前
述

｢

小
伝｣

に
は

｢

転
じ
て
阿
波
徳
島
の
慶
應
義
塾
に
遊
び｣

と
あ
る)
の
慶
應
義
塾
で
学
ん
だ
縁
も
あ
り
上
京
後
、
福
沢
の

家
に
寄
宿
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
福
沢
は
学
生
対
象
の
仏
教
に
関
す
る
演
説
を
寺
田
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
八
八
一
年
六
月
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二
四
日
の
明
治
会
堂
で
の
彼
の
演
説
は
、
仏
教
界
に
彼
の
名
を
知
ら
し
め
た
よ
う
だ
。
福
沢
の

｢

明
治
十
年
以
降
の
知
友
名
簿｣

(『
全
集』

19)

の
一
〇
年
末
頃
の
欄
に
、
東
洋
史
学
者
の

｢

那
珂
通
世
の
知
人｣

｢

本
願
寺
内
東
派
浅
草｣

と
あ
る

(

�)

。
那
珂
通
世

は
大
阪
慶
應
義
塾
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。

一
八
八
二
年
、
二
九
歳
の
と
き
、
福
沢
の
勧
め
に
よ
り
本
郷
駒
込
の
名
刹
真
宗
大
谷
派
真
浄
寺
の
婿
養
子
と
な
り
、
寺
田
の
姓

を
継
い
だ

(

�)
。
そ
の
後
、
駒
込
吉
祥
寺
に
仏
教
会
を
設
立
、
学
生
へ
の
仏
教
の
普
及
に
努
め
、
仏
教
雑
誌

『

の
り
の
は
な
し』

(

法

話)

を
発
刊
し
た
。
他
に
も
、
貴
婦
人
法
話
会
の
設
立
、
寺
院
課
税
の
反
対
運
動
、
哲
学
館
創
設
へ
の
参
加
、
無
縁
仏
の
た
め
の

｢

無
常
堂｣

の
設
置
な
ど
幅
広
い
教
化
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

寺
田
は
、
当
時
の
日
本
の
仏
教
の
各
宗
派
寺
院
が
基
本
財
産
も
な
く
、
凋
落
状
態
に
あ
っ
た
状
況
を
嘆
き
、
元
寺
院
の
土
地
や

山
林
の
還
付
運
動
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
神
仏
分
離
と

｢

廃
仏
毀
釈｣

に
よ
っ
て
幕
を
開
け
た
維
新
後
の
仏
教
排
斥
政
策
は
、
明

治
一
〇
年
の
教
部
省
廃
止
に
よ
っ
て
一
応
の
収
束
を
見
る
が
、
そ
の
間
に
仏
教
寺
院
の
受
け
た
経
済
的
打
撃
は
大
き
か
っ
た
。
そ

の
苦
境
を
乗
り
切
る
た
め
に
明
治
一
〇
年
代
か
ら
、
仏
教
各
宗
派
は
、
企
業
経
営
に
関
心
を
示
し
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
保
険
結

社
に
着
手
し
始
め
る

(

�)

。
三
縁
社

(

芝
増
上
寺)
、
興
隆
社

(

深
川
霊
巌
寺)

な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
明
治
二
〇
年
代

に
入
る
と
、
仏
教
会
は
多
角
的
な
事
業
に
乗
り
出
し
、
明
治
二
六
年
か
ら
始
ま
る
生
命
保
険
事
業
へ
の
進
出
は
最
も
注
目
さ
れ
た

も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

(

�)

。
そ
の
中
で
、
明
教
保
険
株
式
会
社

(

明
治
二
七
年
五
月
一
五
日
開
業
、
所
在
地
は
京
都)

を
起
こ
し

た
の
が
寺
田
福
寿
で
あ
る
。
僧
侶
が
営
利
企
業
に
従
事
す
る
こ
と
は
、
仏
教
教
理
で
は
長
い
間
禁
止
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
理
解
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
動
き
は
寺
院
の
維
持
、
僧
侶
の
生
活
の
保
証
が
い
か
に
こ
の
時
期
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
か
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
寺
田
福
寿
は
、
明
治
二
〇
年
ご
ろ
、
す
で
に
寺
院
僧
侶
の
経
済
的
苦
渋
を
少
し
で
も
解
決
す
る
た
め
に
仏
教
保
険
を
最
初

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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に
提
案
し
た
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
東
京
府
下
の
二
〇
〇
あ
ま
り
の
寺
が
株
主
と
な
っ
て
生
命
保
険
会
社
を
作
れ
ば
、
何
人
の
死
に
当

た
っ
て
も
、
多
少
の
経
済
的
な
困
窮
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
そ
の
目
論
見
で
あ
っ
た
。
こ
の

｢

保

険｣
の
考
え
が
、
福
沢
の
影
響
を
ど
れ
ほ
ど
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
論
点
は
、

キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
、
生
命
保
険
が
企
業
経
営
と
し
て

｢

道
徳
的
か
否
か｣

と
い
う
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仏
教
界
で
は
生
命
保
険
と
道
徳
性
に
関
す
る
議
論
は
特
に
起
こ
っ
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
だ
。
周
知
の
よ
う
に
福
沢
は
、

そ
の
著

『

西
洋
旅
案
内』

(

慶
応
三
年)

の
附
録
に
お
い
て

｢

災
難
請
合｣

と
し
て
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
を
紹
介
し
、
生
涯
請
合
、

す
な
わ
ち
生
命
保
険
の
仕
組
み
を
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
福
沢
の
生
命
保
険
論
が
い
か
な
る
形
で
寺
田
に
影
響

を
与
え
た
の
か
は
今
後
論
究
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
福
沢
と
寺
田
の
交
際
を
日
常
の
レ
ベ
ル
で
少
し
具
体
的
に
見
て
お
こ
う
。『

書
簡』

で
見
る
限
り
、
二
つ
の
側
面
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
交
友
の
深
さ
を
思
わ
せ
る
。
ひ
と
つ
は
家
族
の
仏
事
に
関
し
て
、
福
沢
は
寺
田
を
大
い
に
頼
り
に
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
寺
田
の
仏
教
理
解
を
福
沢
は
信
頼
し
、
仏
教
教
義
に
つ
い
て
教
え
を
請
い
、
外
国
人
へ
仏
教

を
紹
介
す
る
と
き
寺
田
の
助
け
を
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。(

ち
な
み
に
寺
田
福
寿
自
身
は
、
仏
教
の
理
論
的
な
教
導
者
と
し

て
の
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
七
冊
の
著
書
を
残
し
て
い
る

(

�)

。)

前
者
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
一
八
八
一
年

(

明
治
一
四)
三
月
二
日
、
慶
應
義
塾
出
版
社
の
事
務
責
任
者
で
あ
っ
た
中
島
精
一

に
宛
て
た
書
簡
で
、
知
人
の
島
村
鼎
甫
の
初
七
日
の
費
用
を
石
亀

(
寺
田)

に
渡
す
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
一
八
八
三
年
末

ご
ろ
か
ら
、
福
沢
は
、
石
亀
に
し
ば
し
ば
家
族
の
慶
弔
事
に
つ
い
て
相
談
す
る
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
長
女
婚
儀
の
た
め
忙
し
か
っ

た
た
め
火
災
の
見
舞
い
が
送
れ
た
こ
と
を
詫
び

(

一
八
八
三
年
一
二
月
一
三
日)

、
あ
る
い
は
、
貴
婦
人
法
話
会
へ
妻
と
娘
が
出

席
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
塾
生
の
遊
猟
の
世
話
を
依
頼
す
る
手
紙

(

い
ず
れ
も
手
紙
の
年
月
日
は
不
詳)

、
母
お
順
の
十
三
回
忌
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法
要
の
読
経
を
頼
み
、
婦
人
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
に
つ
い
て
伝
え

(

一
八
八
六
年
五
月
二
日)

、
寺
田
の
病
気
を
見
舞
う

手
紙

(

一
八
八
八
年
九
月
一
六
日)

、
母
の
十
七
回
忌
の
供
養
を
延
期
し
た
こ
と
を
告
げ
、
当
日
の
案
内
を
認
め
た
手
紙

(

一
八

九
〇
年
六
月
一
五
日)

な
ど
、
そ
の
交
友
の
深
さ
を
思
わ
せ
る
も
の
が
多
い
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
本
願
寺
第
八
世
蓮
如
が
真
宗
の
教
義
を
平
易
な
書
簡
文
で
示
し
た

｢

御
文
章｣

の
中
の
字
義
を

尋
ね

(

一
八
八
四
年
九
月
二
五
日)

、
米
国
の
知
人
が
火
葬
に
つ
い
て
問
う
た
の
で
、
そ
れ
に
答
え
る
た
め
教
え
を
請
い

(

一
八

八
五
年
七
月
一
一
日)
、
石
亀
の
教
示
に
対
す
る
礼
状

(

一
八
八
五
年
七
月
二
〇
日)

、
イ
ギ
リ
ス
貨
物
船
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
が
紀

州
沖
で
沈
没
し
た
事
故
に
関
し
て
、
そ
の
追
弔
法
会
を
早
く
開
く
こ
と
を
勧
め
る
手
紙(

一
八
八
六
年
一
一
月
一
四
日
、
一
五
日)

、

涅
槃
図
と
地
獄
図
の
購
入
方
法
を
尋
ね
る
手
紙

(

一
八
八
七
年
六
月
二
日)

、
仏
教
に
興
味
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
Ｅ
・
ア
ー
ノ
ル
ド

(Edw
in
A
rnold)

を
自
宅
に
招
く
の
で
、
石
亀
に
同
席
を
求
め
る
手
紙

(

一
八
九
〇
年
二
月
一

〇
日)

な
ど
、
気
が
置
け
な
い
通
信
文
が
目
立
つ
。

福
沢
と
寺
田
の
交
友
に
つ
い
て
、
三
浦
節
夫
は
、
哲
学
館
の
卒
業
生
で
、
真
浄
寺
で
寺
田
の
活
動
を
手
伝
っ
て
い
た
境
野
黄
洋

の
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
を
引
用
し
て
い
る

(

�)

。

福
沢
先
生
か
ら
は
非
常
な
信
頼
を
受
け
て
居
た
人
で
、
先
生
の
家
の
仏
壇
は
き
ま
っ
た
命
日
、
寺
田
師
が
行
っ
て
御
経
を

読
む
こ
と
に
定
ま
っ
て
い
た
。
黙
っ
て
上
り
込
ん
で
行
っ
て
、
黙
つ
て
還
る
と
い
う
風
で
あ
っ
た
。
同
義
塾
出
の
坊
さ
ん
も
、

釈
宗
演
と
か
、
土
宜
法
竜
と
か
い
ふ
人
々
も
居
た
が
、
先
生
は
一
番
寺
田
師
を
信
頼
し
て
居
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
一
八
九
三
年
三
月
一
八
日
付
け
の
手
紙
は
、
福
沢
が
自
分
の
発
言
と
し
て
出
版
さ
れ
る
書
物
に
関
す
る
不
満
を
寺

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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田
へ
率
直
に
伝
え
、
そ
の
出
版
差
し
止
め
の
措
置
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
福
沢
邸
で
開
か
れ
て
い
た
真
宗
の
法
談

会
を
ま
と
め
た

『

朝
家
の
御
為』

と
い
う
本
が
、｢

老
生
之
思
ひ
又
発
言
し
た
る
処
と
ハ
大
い
に
齟
齬
せ
り｣

と
い
う
理
由
か
ら

で
あ
る
。
同
書
の
出
版
広
告
を
同
日
の

『

時
事
新
報』

誌
で
知
り
、
た
だ
ち
に
寺
田
に
善
処
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
身

辺
の
小
さ
な
、
し
か
し
慎
重
を
要
す
る
問
題
の
解
決
を
た
だ
ち
に
寺
田
に
頼
む
姿
は
、
福
沢
の
寺
田
へ
の
厚
い
信
頼
の
現
わ
れ
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
一
八
八
四
年
二
月
、
金
玉
均
の
腹
心
、
卓
挺
埴

(

僧
・
無
不)

が
神
戸
で
病
に
倒
れ
神
戸
病
院
で
死
去
し
た
際
、
金
玉

均
は
喪
主
と
し
て
浅
草
本
願
寺
で
葬
儀
を
執
り
行
い
、
寺
田
福
寿
の
真
浄
寺
に
埋
葬
し
て
い
る
。
寺
田
福
寿
ら
が
読
経
し
、
会
葬

人
と
し
て
福
沢
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る

(

�)

。
こ
れ
は
金
が
第
三
次
来
日
を
終
え
、
帰
国
の
途
に
着
く
一
ヶ
月
余
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

一
八
九
四
年
三
月
に
金
玉
均
が
暗
殺
さ
れ
て
か
ら
は
、
供
養
の
法
名
を
石
亀
に
依
頼
し
三
十
五
日
忌
や
四
十
七
日
忌
の
読
経
を

願
う
手
紙
を
贈
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
金
玉
均
の
墓
所
が
寺
田
福
寿
の
真
浄
寺
と
な
っ
た
こ
と
は
、

福
沢
、
寺
田
、
金
、
三
者
の
以
上
の
よ
う
な
密
な
繋
が
り
を
想
う
と
、
極
め
て
自
然
な
成
行
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

五

結
び
に
か
え
て

こ
の
小
論
で
述
べ
た
寺
田

(

石
亀)

福
寿
、
金
玉
均
、
福
沢
の
関
係
に
つ
い
て
、
筆
者
が
興
味
深
く
思
う
点
を
い
く
つ
か
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
結
び
に
か
え
た
い
。

ひ
と
つ
は
福
沢
が
朝
鮮
問
題
に
関
し
て
、
開
化
派
の
な
か
の
穏
健
派
グ
ル
ー
プ
で
は
な
く
、
急
進
グ
ル
ー
プ
の
金
玉
均
た
ち
と

つ
な
が
り
を
持
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
確
か
に
、
そ
こ
に
は
韓
国
の
仏
僧
・
李
東
仁
か
ら
石
亀
福
寿
、
そ
し
て
石
亀
の
大
阪
慶
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應
義
塾
を
縁
と
し
た
李
東
仁
と
金
玉
均
と
の
パ
イ
プ
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
福
沢
の

｢

開
化
派｣

の
中
の

(

穏
健
派
で

は
な
く)

急
進
派
と
の
繋
が
り
は
、
こ
う
し
た
人
間
関
係
の
中
で
偶
々
で
き
上
が
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
単
な

る

｢
偶
然｣

だ
け
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
福
沢
の
急
進
派
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
持
続
す
る
と
は
思
え
な
い
。

金
玉
均
を
朝
鮮
近
代
史
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
評
価
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
立
場
が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
点
を
論

じ
る
に
は
筆
者
の
力
は
不
足
し
て
い
る
。
金
玉
均
が
本
当
に

｢

親
日
派｣

で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
意
見
は
分
か
れ
よ

う
。
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
問
題
の
立
て
方
自
体
に
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
。
重
要
な
点
は
、
姜
在
彦

『

朝
鮮
の
開

化
思
想』

が
強
調
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
福
沢
の

｢

開
化
派｣

へ
の

｢

指
導｣

が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
朝
鮮
に
お
け

る
開
化
思
想
お
よ
び
開
化
派
の
形
成
に
は
内
発
的
な
力
が
十
分
働
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

(

�)

。

し
か
し
、
石
亀
福
寿
が
金
玉
均
を
福
沢
に
紹
介
し
、
そ
の
福
沢
が
金
玉
均
の
人
格
に
感
服
し
、
彼
を
信
頼
し
、
援
助
し
、
朝
鮮

問
題
に

(

作
家
で
は
な
く
役
者
と
し
て)
深
く
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
残
る
。
そ
う
し
た
福
沢
の
行
動
の
根
拠

は
何
処
に
あ
っ
た
の
か
を
考
え
る
と
、
そ
こ
に

｢

行
動
者｣

と
し
て
の
福
沢
像
が
浮
か
び
上
が
る
。

い
わ
ゆ
る

｢

脱
亜
論｣

は
、
一
八
八
四
年
一
二
月
の
甲
申
事
変
の
翌
年
の
一
八
八
五
年
三
月
一
六
日
の

『

時
事
新
報』

に
掲
載

さ
れ
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
し
て
、
明
ら
か
に
福
沢
の
朝
鮮
独
立
に
関
す
る
期
待
が
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
大
き
な
失
望
感
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
大
い
な
る
失
望
感
こ
そ
、｢
脱
亜
論｣

の
最
後
の
文
章

｢

左
れ
ば
今
日
の
謀
を
為
す
に
、
我
国

は
隣
国
の
開
明
を
待
ち
て
共
に
亜
細
亜
を
興
す
の
猶
予
あ
る
可
ら
ず
、
寧
ろ
其
伍
を
脱
し
て
西
洋
の
文
明
国
と
進
退
を
共
に
し
、

其
支
那
朝
鮮
に
接
す
る
の
法
も
、
隣
国
な
る
が
故
に
と
て
特
別
の
会
釈
に
及
ば
ず｣

が
鮮
や
か
に
示
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い

(

�)

。

本
稿
で
は
、
石
亀
福
寿
が
大
阪
慶
應
義
塾
に
入
社
し
た
こ
と
が
、
福
沢
と
金
玉
均
の
交
際
を
可
能
に
し
た
と
推
論
し
た
。
し
か

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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し
こ
の
推
論
は
、
大
阪
慶
應
義
塾
の
役
割
を
強
調
し
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
。
金
の
使
者
・
李
東
仁
が
石
亀
に
会
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
後
の
金
の
活
動
に
大
き
な
モ
メ
ン
タ
ム
を
与
え
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
た
と
え
石
亀
の
仲
介
が
な
く
て
も
、
金
は
い
ず

れ
福
沢
と
東
京
の
ど
こ
か
で
出
会
い
、
肝
胆
相
照
ら
す
間
柄
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
福
沢
と
石
亀
の
交
際
が
大
阪
慶
應
義

塾
の
縁
が
な
く
て
も
成
立
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
関
係
把
握
が
推
論
と
し
て
妥
当
だ
と
感
じ
る
。

福
沢
も
石
亀
も
保
険
事
業
に
共
感
し
て
い
る
こ
と
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
近
代
的
な
合
理
的
経
済
思
想
と
い
う
点
で
、
お

互
い
理
念
を
共
有
す
る
間
柄
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
石
亀
が
慶
應
義
塾
に
在
籍
し
た
か
否
か
は
二
次
的
な
問
題
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
そ
の
理
念
が
慶
應
義
塾
の
そ
れ
と
一
致
し
て
お
り
、
石
亀
の
仲
介
で
福
沢
と
金
玉
均
の
関
係
が
生
ま
れ
た
と
い
う
事

実
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
石
亀
の
思
想
と
行
動
が

(

大
阪)

慶
應
義
塾
の

｢

建
学
の
精
神｣

ゆ
え
の
も
の
な
の
か
否
か
は
、
本
来

論
証
の
で
き
な
い
問
い
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。

[

謝
辞]

本
稿
の
作
成
に
当
た
っ
て
、
大
阪
慶
應
義
塾
関
連
の
資
料
の
閲
覧
の
際
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
の
小
川
原
正
道
氏
、
慶
應
義

塾
福
沢
セ
ン
タ
ー
の
都
倉
武
之
氏
、
赤
堀
美
和
子
さ
ん
は
じ
め
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
金
玉
均
と
朝
鮮
近
代

史
関
係
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
松
田
利
彦
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
文
献
の
検
索
と
複
写
は
、
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
機
関
研
究
員
の
松
村
博
之
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

末
筆
な
が
ら
、
筆
者
に

『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

(

全
九
巻)
を
与
え
、
そ
の
読
破
を
強
く
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
故
・
西
川
俊
作
慶
應
大

学
名
誉
教
授
の
思
い
出
に
、
こ
の
ま
こ
と
に
拙
い
小
論
を
捧
げ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

注

(

１)

梅
溪
昇

『

緒
方
洪
庵
と
適
塾』

(

大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年)

。
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(

２)

分
校
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『

慶
應
義
塾
百
年
史』

上
巻
、
第
二
章
第
三
節
、
お
よ
び
第
三
章
第
三
節
の

｢

分
校
の
設
置｣

を
参

照
し
た
。

(
３)

そ
の
所
在
地
は
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
だ
と
さ
れ
る
。｢

大
阪
慶
應
義
塾
所
在
地
解
説｣

『

福
沢
手
帖』

二
八
、
を
参
照
。

(

４)
分
校
関
係
の
写
本

『

大
阪
慶
應
義
塾』

の
冒
頭
部
分
。

(

５)
明
治
四
年
三
月
慶
應
義
塾
教
員
、
五
、六
年
塾
長

(『

百
年
史』

付
録)

の
ち
三
菱
系
の
実
業
人
と
し
て
名
を
成
し
た
。

(

６)
『

慶
應
義
塾
百
年
史』

上
巻
、
第
三
章
第
三
節
、
五
一
九
頁
。

(

７)
『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

第
一
巻
、
三
八
五
―
三
八
六
頁
。

(

８)

小
栗
又
一

『

竜
渓
矢
野
文
雄
君
伝』

(

春
陽
堂
、
昭
和
五
年)

。
但
し
、
同
書
は

｢

明
治
七
年
に
は
分
校
を
大
阪
に
建
て
た｣

(

一
一
二

頁)

な
ど
、
細
か
な
点
で
正
確
さ
を
欠
く
。

(

９)
『

慶
應
義
塾
百
年
史』

上
巻
、
第
三
章
第
三
節
、
五
三
六
―
五
四
三
。『

竜
渓
矢
野
文
雄
君
伝』

一
一
三
頁
。

(

10)
｢

慶
應
義
塾
分
校
設
立
願｣
｢

慶
應
義
塾
入
社
帳｣

(

第
五
巻)

を
参
照
。

(

11)
『

入
社
帳』

(

第
五
巻)

�
頁
で
は
、
転
科
・
転
学
生
を
含
め
て
九
四
名
を
計
上
し
て
い
る
。

(

12)

富
田
正
文

『

考
証
福
沢
諭
吉
下』

(

岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年)

五
九
〇
―
五
九
一
頁
。

(

13)
『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

第
三
巻
、
九
頁
。

(

14)

会
田
倉
吉

｢

石
亀
福
寿
の
慶
應
義
塾
入
学
の
こ
と｣

『
福
沢
手
帳』

一
一
、
一
九
七
八
年
、
一
一
―
一
二
頁
。

(

15)

徳
島
慶
應
義
塾
の

『

入
社
帳』

は
、
明
治
九
年
四
月
か
ら
の
記
録
の
み
で
あ
る
か
ら
石
亀
の
名
前
が
な
い
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
も

し
れ
な
い
。

(

16)

以
下
本
節
の
金
玉
均
の
履
歴
の
解
説
は
、
主
に
古
�
記
念
会
編
纂

『
金
玉
均
伝

(

上
巻)』

(

慶
應
出
版
社

昭
和
一
九
年)

と
琴
乗
洞

『

金
玉
均
と
日
本
―
そ
の
滞
日
の
軌
跡』

(

緑
陰
書
房
、
一
九
九
一
年)

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
福
沢
の
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て

の
考
え
を
辿
る
上
で
、
杵
淵
信
雄

『

福
沢
諭
吉
と
朝
鮮
・
時
事
新
報
社
説
を
中
心
に』

(

彩
流
社
、
一
九
九
七
年)

、
上
野
慎
一
郎

『

橋
は

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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架
か
ら
ず
―
明
治
日
本
と
李
朝
の
志
士
た
ち』

(

文
芸
社
、
二
〇
〇
八
年)

が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

(

17)
｢

朝
鮮
の
交
際
を
論
ず｣

『

時
事
新
報』

明
治
一
五
年
三
月
一
一
日
。

(
18)

李
東
仁
、
及
び

｢

開
化
派｣

の
人
物
関
係
に
つ
い
て
は
、
姜
在
彦

『

朝
鮮
の
開
花
思
想』

(

岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年)

を
参
考
に
し

た
。

(

19)
『

金
玉
均
伝

(

上
巻)』

(

慶
應
出
版
社
、
昭
和
一
九
年)

に
は
、｢

福
沢
先
生
方
に
寓
居
せ
る
寺
田
福
寿｣

は

｢

年
少
三
田
で
学
び｣

と

あ
る

(
一
三
四
頁)

。
こ
の
あ
た
り
の
事
実
確
認
の
手
続
き
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(

20)

こ
の
初
来
日
が
一
八
八
一
年
一
二
月
な
の
か
、
そ
れ
よ
り
以
前
か
、
一
八
八
二
年
春
な
の
か
は
確
定
し
て
い
な
い
。
琴
乗
洞
は
一
八
八

二
年
三
月
説
を
採
っ
て
い
る
。

(

21)
『

時
事
新
報』

(

明
治
一
五
年
九
月
一
一
日)

の

｢

金
玉
均
氏｣

で
、
福
沢
の
金
玉
均
観
が
読
み
取
れ
る
。

(

22)

富
田
正
文

『

考
証
福
沢
諭
吉
下』

五
九
二
頁
。

(

23)
｢

牛
場
卓
蔵
君
朝
鮮
に
行
く｣
『
時
事
新
報』

(

明
治
一
六
年
一
月
一
二
日)

。

(

24)

一
八
八
二
年
慶
應
義
塾
を
卒
業
し
た
井
上
角
五
郎
は
、
翌
八
三
年
福
沢
の
指
示
で
、
朝
鮮
政
府
の
外
衙
門
顧
問
、
博
文
局
主
任
と
な
っ

て
い
る
。
彼
は
、
福
沢
の
熱
心
な
勧
め
に
よ
り
、
公
式
文
書
と
し
て
の
朝
鮮
語
と
漢
字
の
混
用
文
の
創
出
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
京

釜
鉄
道
、
南
満
州
鉄
道
の
敷
設
に
も
関
与
し
た
政
治
家
、
実
業
家
で
も
あ
っ
た
。

(

25)
『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

第
三
巻
、
三
〇
七
―
三
〇
九
頁
。

(

26)
『

時
事
新
報』

(

明
治
一
六
年
六
月
二
日)

｢

日
本
の
資
本
を
朝
鮮
に
移
用
す
る
も
危
険
あ
る
こ
と
な
し｣

。

(

27)

以
下
の
経
緯
の
説
明
は
、
富
田
正
文

『

考
証
福
沢
諭
吉
下』

(
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年)

五
九
四
頁
に
よ
る
。

(

28)

甲
申
事
変
に
つ
い
て
は

『

時
事
新
報』

(

明
治
一
七
年
一
二
月
一
五
日)

｢

朝
鮮
事
変｣

で
、｢

独
立
党
が
先
づ
手
を
出
し
た｣

と
推
測

し
、
し
か
し
一
八
日
の

『

時
事
新
報』

で
は
清
軍
の
出
動
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
(

29)
｢

仏
清
新
天
津
条
約｣

(『

時
事
新
報』

社
説
、
明
治
一
八
年
六
月
一
六
日)

。
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(

30)

例
え
ば

｢

朝
鮮
独
立
党
の
処
刑｣

(

明
治
一
八
年
二
月
二
三
、
二
六
日)

で
は
、
独
立
党
の
類
縁
者
に
対
す
る
残
酷
な
処
刑
を
批
判
し

て
い
る
。
責
任
論
を
棚
上
げ
し
た
日
清
の
交
渉
に
関
し
て
も
、
そ
の
不
満
は

｢

人
心
の
焦
点｣

(

明
治
一
八
年
三
月
五
日)

、｢

国
交
際
の

主
義
は
修
身
論
に
異
な
り｣

(

明
治
一
八
年
三
月
九
日)

な
ど
に
見
ら
れ
る
。

(

31)
｢

福
沢
諭
吉
関
係
新
資
料
紹
介

福
沢
諭
吉
書
簡｣

(『

近
代
日
本
研
究』

第
23
巻
、
平
成
一
九
年
三
月)

。
こ
の
資
料
は
小
川
原
正
道
氏

の
ご
教
示
に
よ
る
。

(

32)

琴
乗
洞

『
金
玉
均
と
日
本
―
そ
の
滞
日
の
軌
跡』

(

緑
陰
書
房
、
一
九
九
一
年)

一
九
四
頁
。

(

33)
｢

脱
亜
論｣

『
時
事
新
報』

(

明
治
一
八
年
三
月
一
六
日)

。

(

34)
『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』
第
六
巻
、
一
七
八
―
一
七
九
頁
。

(

35)

法
名
は

｢

古
�
院
釈
温
香｣
。
法
要
は
、
東
京
朝
鮮
公
使
付
通
官
山
崎
英
夫
、
朴
泳
孝
な
ど
を
福
沢
邸
に
招
い
て
営
ん
だ
。

(

36)
『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

第
七
巻
、
三
〇
九
―
三
一
〇
頁
。

(

37)
『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

第
七
巻
、
三
一
五
頁
。

(

38)
『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

第
七
巻
、
三
一
六
頁
。

(

39)

以
下
、
上
坂
倉
次

｢

明
治
仏
教
企
業
の
発
生
―
特
に
初
期
の
銀
行
業｣

『

明
治
仏
教』

第
二
巻
第
四
号

(

昭
和
十
年)

四
―
六
頁
。
同

｢

仏
教
生
命
保
険
の
提
唱
者｣

『

明
治
仏
教』

第
三
巻
第
一
〇
号

(

昭
和
一
一
年
、
二
―
三
頁)

と
、
三
浦
節
夫

｢

福
沢
諭
吉
・
井
上
円

了
・
寺
田
福
寿
・
小
栗
栖
香
頂｣

(『

福
沢
諭
吉
年
鑑
23』
平
成
八
年
、
三
一
―
五
四
頁)

を
参
考
に
し
た
。
寺
田
福
寿
自
身
の
正
確
な
経

歴
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
一
般
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
、
一
致
し
な
い
事
実
や
出
典
不
明
な
も
の
が
多
い
。

(

40)
『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

第
四
巻
、
三
四
三
頁
。

(

41)

以
下
の
情
報
は
、
前
出
の｢

寺
田
福
寿
師
小
伝｣

と
小
林
惟
司｢
明
治
期
の
仏
教
生
命
保
険
事
業
―
特
に
明
教
保
険
株
式
会
社
を
め
ぐ
っ

て
―｣

(

生
命
保
険
文
化
研
究
所

『

所
報』

四
九
号
、
一
九
七
九
年
一
二
月)
に
拠
る
。

(

42)

仏
教
と
生
命
保
険
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
文
献
は
意
外
に
多
い
。
上
坂
倉
次
の
論
考
が
小
林
論
文
の
参
考
文
献
に
多
く
挙
げ
ら
れ
て

大阪慶應義塾が福沢諭吉と金玉均を結びつけたのか
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い
る
。
中
で
も
友
松
円
諦

｢

明
治
時
代
の
仏
教
保
険
事
業｣

『

現
代
仏
教』

一
〇
五
号

(

昭
和
八
年)

が
内
容
的
に
充
実
し
て
い
る
。

(

43)

小
林
前
掲
論
文
に
よ
る
と
、
仏
教
生
命
保
険
株
式
会
社

(

明
治
二
七
年
、
所
在
地：

京
都)

を
は
じ
め
、
東
京
と
京
都
を
中
心
に
一
〇

社
ほ
ど
の
例
が
上
が
っ
て
い
る
。

(

44)
上
坂
倉
次
は
前
掲

｢

仏
教
生
命
保
険
の
提
唱
者｣

の
中
で
、｢

寺
田
福
寿
そ
の
人
で
あ
る
と
す
る｣

と
断
定
し
て
い
る
。

(

45)
先
に
挙
げ
た

『

阿
弥
陀
経
通
俗
講
義』

(

哲
学
書
院
、
明
二
七
年
六
月)

の
他
に
、『

川
越
町
回
復
の
説
教』

(

山
崎
与
平
、
明
二
六
年

六
月)

、『
貴
婦
人
会
法
話』

(

渥
美
契
縁
他
、
寺
田
福
寿
、
明
二
一
年
一
月)

、『

教
育
勅
語
説
教』

(

沢
田
文
栄
堂
、
明
二
八
年
六
月)

、

『

人
生
の
目
的』

(
寺
田
福
寿
述
、
哲
学
書
院
、
明
二
六
年
四
月)

、『

人
道
教
初
歩』

(

寺
田
福
寿
著
他
、
哲
学
書
院
、
明
二
〇
年
九
月)

、

『

善
悪
標
準』

(

哲
学
書
院
、
明
二
六
年
七
月)

。

(

46)

三
浦
節
夫

｢

福
沢
諭
吉
・
井
上
円
了
・
寺
田
福
寿
・
小
栗
栖
香
頂｣

(『

福
沢
諭
吉
年
鑑
23』

平
成
八
年
、
四
三
頁)

。(

出
典
は
境
野
黄

洋

｢

追
憶
雑
談｣

『

現
代
仏
教』
第
一
〇
五
号
、
昭
和
八
年
七
月
一
日
、
五
二
五
頁
。

(

47)

琴
乗
洞

『

金
玉
均
と
日
本
―
そ
の
滞
日
の
軌
跡』

(

緑
陰
書
房
、
一
九
九
一
年)

一
三
四
―
一
三
五
頁
。

(

48)

姜
在
彦

『

朝
鮮
の
開
花
思
想』

(

岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年)

二
〇
一
―
二
〇
二
頁
。

(

49)
｢

脱
亜
論｣

『

時
事
新
報』

(

明
治
一
八
年
三
月
一
六
日)

。
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